	
	家庭内事故にあった人の年齢別割合
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	

	（１９９９年６月４日　国民生活センターによる家庭内事故に関する調査報告書より集計）

	
	
	
	
	
	
	


















＜指導者用　参考資料＞

	
	　　　　　家庭内事故の内容
	
	
	

	
	



	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	１９９９年６月４日国民生活センター発表の家庭内事故に関する調査報告書より
	

	
	
	
	
	
	
	
	



家庭内事故：不慮の事故
・厚生労働省の発表の人口動態統計によると、幼児においては、交通事故死よりも家庭内事故死の方が多い。
・家庭内事故は、家庭（個人や家族が生活を営む住居。住居内だけでなく、庭、門扉、堀などを含む）で発生した生命・身体に係る事故。階段・浴室・浴槽などの住宅構成材による事故のほか、家庭内で使用・利用されているその他の商品による事故も含めた。

０～４歳	５～９歳	１０～１４歳	１５～１９歳	２０～２９歳	３０～４９歳	５０～６４歳	６５～７４歳	７５歳以上	11144	2246	864	811	2539	4126	3071	1952	1711	

擦過傷・挫傷・打撲傷	刺傷・切傷	熱傷	異物の侵入	骨折	脱臼・捻挫	皮膚障害	その他の傷病及び諸症状	その他	9200	6263	5555	3372	1984	605	534	314	637	擦過傷・挫傷・打撲傷	刺傷・切傷	熱傷	異物の侵入	骨折	脱臼・捻挫	皮膚障害	その他の傷病及び諸症状	その他	
